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Maple Network Tools インストール・設定手順書 

           更新日 2017/07/27 

はじめに 

 この手順書は、Windows 32bit 、Windows 64bit 、Mac OS、Linux に対応しております。 

詳しい動作環境については、こちらを参照願います。 

http://www.cybernet.co.jp/maple/product/system/maple.html  

 

 この手順書の説明画面は、Windows7 64bit 版 の Maple Network Tools 2016 インストーラ実行ファイルを用いて 

作成しています。他の OS、バージョンでも同様の画面がでますので、適宜置き換えてご参照ください。 

 

 各 OS に対する必要な手順をアイコンで示しています。 

アイコンの説明は以下の通りです。 

                               

                          

                          

                               

 

 インストールに関する不明点や疑問点に関してはサポートまでご連絡をお願いいたします。 

https://www.cybernet.co.jp/maple/support/tech_form/  

・・・ Windows 32bit  

/ 

 ・・・ Windows 64bit  

/ 

 ・・・ Linux  

/ 

 ・・・ Mac OS 

/ 

 

http://www.cybernet.co.jp/maple/product/system/maple.html
https://www.cybernet.co.jp/maple/support/tech_form/
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インストール及び設定手順書 

 

◆ SECTION 1: Maple Network Tools のインストール 

◆ SECTION 2: Maple 関連製品のアクティベーション 

◆ SECTION 3: ライセンスマネージャの起動 

 

◆ SECTION 1: Maple Network Tools のインストール 

 

1．インストーラを管理者権限で実行します。 

  インストーラが自動実行されない場合は、ご使用のマシンに対応した次のインストーラ実行ファイルを右クリックし、 

  [ 管理者として実行] を選択し、インストーラを起動してください。 

 ・ Windows 64 -bit 版をご利用の場合 ・・・ NetworkToolsWindowsX64Installer_ja.exe 

 ・ Windows 32 -bit 版をご利用の場合 ・・・ NetworkToolsWindowsX86Installer_ja.exe  

 

 

1．インストーラを実行します。 

 ・ Linux  64 -bit 版をご利用の場合 ・・・ NetworkToolsLinuxX64Installer.run 

 ・ Linux 32 -bit 版をご利用の場合 ・・・ NetworkToolsLinuxX86Installer.run 

 ・ Mac OS をご利用の場合      ・・・ NetworkToolsMacInstaller_ja.dmg 実行後にできる、 

                      NetworkToolsMacInstaller_ja を実行 

 

 

2．インストーラが起動しましたら、言語を選んで、［OK］ をクリックしてください。 
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3．[ 開始画面]  が表示されましたら、[ 次へ]  をクリックしてください。 
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4．[ 使用許諾契約]  に同意し、［次へ］ をクリックしてください。 
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5．インストールフォルダを指定し、［次へ］ をクリックしてください。 

   ※Mac OS では、インストールパスを指定できません。 
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6．アップデートの確認を選択し、[ 次へ] をクリックしてください。インターネットの接続でプロキシサーバを経由している場合は、 

  [ アップデートを確認するときに、プロキシサーバを使用する] をチェックしてください。 
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7．[ 6．] で [ アップデートを確認するときに、プロキシサーバを使用する] をチェックした場合は、プロキシ情報を入力して 

ください。必要項目に入力ができましたら、[ 次へ] をクリックしてください。 
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8．[ 6．] で [ すぐにアップデートを確認する] をチェックした場合は、結果を確認し、[ OK] をクリックしてください。 
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9．インストール前の要約を確認し、［次へ］ をクリックしてください。 
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10．インストールが完了しましたら、続けてアクティベーションを行うか選択し、[ 終了] をクリックしてください。 

 

 

 

11．以上で Maple Network Tools のインストールが完了します。 
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◆ SECTION 2: Maple 関連製品のアクティベーション 

 

1． C:\Program Files\Maple Network Tools\activate を開き、activation.bat または activation.exe を右クリックし、 

[ 管理者として実行] をクリックしてください。 

  ※パスはデフォルトの設定 

 

 

1.  /Users/<username>/Applications/Maple Network Tools/activate を開き、activation を実行してください。 

  ※パスはデフォルトの設定 

 

 

1.  /home/<username>/MapleNetworkTools/activate を開き、activation を実行してください。 

  ※パスはデフォルトの設定 
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2． アクティベーション画面が表示されましたら、パーチェイスコードを入力してください。 

インターネットへの接続でプロキシサーバを経由している場合は、プロキシサーバの情報も入力してください。 

必要項目を入力後、[ 次へ] をクリックしてください。
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   ※[ リダンダントサーバを利用していますか？] で [ はい] を選択すると次の画面が表示されます。必要項目を入力後、 

 [ 了解] をクリックしてください。 
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3． ペアレントパーチェイスコード (*1) により、インストール可能なすべての製品が一覧で表示されます。 アクティベーション 

  する製品を一覧から選択し、[ OK] をクリックしてください。 単一製品しかアクティベーションできない普通のパーチェイス 

  コードを使用する場合は、このステップがスキップされます。 

 

 

※ここでは、MapleSim2016 を選択しています. 

※他製品の場合は、同じように上記リストから選択して、該当のアクティベーションができます。 

（*1: ペアレントパーチェイスコードは、複数の製品 （Maple、 Maple  アドオン製品、 MapleSim 、 MapleSim アドオン製品）  

をアクティベーションできるパーチェイス コードのことです。） 
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4．必要項目に入力し、［次へ］ をクリックしてください。 

※アクティベートを行うライセンス数は、ご購入のライセンス数を上限に指定することができます。  
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5．アクティベーションが正常に完了しましたら、次の画面が表示されます。[ OK] をクリックしてください。  
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◆ SECTION 3: ライセンスマネージャの起動 

以下のフォルダ名に含まれる FLEXlm のバージョン “11.7 ” は、Maple Network Tools のバージョンにより変更される可能性があり

ます。 ご確認の上、適宜置き換えてご参照ください。 

 

1．C:\Program Files\Maple Network Tools\FLEXlm\11.7\windows へ移動してください。  

 

 

2．lmtools.exe をダブルクリックし実行してください。  
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3．[Config Services] タブを選択し、必要項目を入力してください。 項目が入力できましたら、[Use Services] にチェックを入れ、 

[Save Service] をクリックし、サービスの設定を保存してください。 

・ Service Name -  (必須) 登録するサービスの名前を入力（下記画面では、”maple ” を入力しています。） 

・ Path to the lmgrd.exe file -  (必須) lmgrd.exe へのパスの入力 (*1)  

・ Path to the license file -  (必須) ライセンスファイルへのパスの入力 (*2)  

・ Path to the debug log file -  (必須) デバッグログファイルを作成する場合、ログファイルのパスの入力 (* 3)  

*1 -  通常、C:\ Program Files \ Maple Network Tools \ FLEXlm\ 11.7 \ windows \ lmgrd.exe  になります。 

*2 -  通常、C:\ Program Files \ Maple Network Tools \ activate になります。  

この設定により、複数製品のライセンスを同時に管理することが可能です。  

ただし、Maple 201 6 のみを管理する場合は、C:\ Program Files \ Maple Networ k Tools \ activate \ Maple 201 6.lic  

ライセンスファイルを指定してください。（他のバージョンの場合は、適宜置き換えてご参照ください。） 

* 3 -  C:\ Program Files \ Maple Network Tools \ FLEXlm\ 11.7 \ windows \ log.txt  を推奨します。 

 

 

 

※[S tart Service  at Power Up ] にチェックを入れると PC起動時に、ライセンスマネージャが自動で起動されます（推奨）。 
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4．[Start/Stop/Reread] タブを選択し、登録したサービスを選択し、[Start Server] をクリックしてください。 下には Server Start 

Successful が表示されましたら、ライセンスマネージャが正常に起動したことになります。 

 

 

 

5．以上でラインセンスマネージャのインストールおよび設定が完了です。 
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1．ターミナルを起動させます。  

/Users/<username>/Applications/Maple_Network_Tools/FLEXlm/11.7 へ移動してください。  

※<username> は、ユーザ名を入力してください。 

 

 

2．次のコマンドで、ライセンスマネージャ LMTOOLS を実行してください。  

./lmgrd -c /Users/<username>/Applications/Maple_Network_Tools/activate  

※<username> は、ユーザ名を入力してください。 

 

 

3． 以上でラインセンスマネージャのインストールおよび設定が完了です。 

 

 

1． コマンドラインに、 「./lmgrd -c <license_file_path> -l <debug_log>」 を入力してください。 

※ < license_file_path >  はライセンスファイルへのパス。(必須)  

※ デバッグログファイルを作成する場合、「- l」 を入力し、< debug_log >  のところにはログファイルのパスの入力。(任意)  

 

 

2．以上でラインセンスマネージャのインストールおよび設定が完了です。 

 


